
大会 宣 言

私 た ち全 国 こ とば を育 む親 の 会 は、昭和 3 9年 の 創設 以来 こ とばや 聞 こえに不 自由さ の あ る子 どもの

教育 の充 実 、 と りわ け 「教室 の設置 と通級 制度 の 法制 化 」実 現 を 目指 してまい りま した が、 年 々教 室

が増設され、平成 5 年度には私 たちの悲願 であ りました「通級による指導」が制度化 されて、通級児

童生徒数 が飛躍的に増加いた しました。

さらに今年 4 月 よ り一人一人の教育的ニーズに応 じた教育的支援 を行 う「特別支援教育」の完全実

施が始 ま り、 画期 的 な改 革 の 幕 開け の年 とな りま した。

しか し、教室、児童生徒数増に応 じた専門教員養成の出遅れ、各都道府県の教室設置率の極端 な不

均衡、早期発見・早期教育体制の未整備な ど、今後解決すべき課題 も山積みしてお ります。

このたび、第 22 回全国大会 山形大会・ 山形県親の会結成40 周年記念・ 第25 回大会を山形市 で開催

し、『 い っぱい話 しす っペ 心・ ことば・笑顔 』をテーマに掲げ、 これ らの諸問題解決のために親 の

会のできることは何かを、また特別支援教育の理念に添 った親の会活動のあ り方を真剣に討議 し合 う

こ とは 、極 め て意 義 深い こ と と考 え ます。

ここに、参集 した会員の総意を もって、会員一人ひ とりが下記の事項の早期実現のために努力する

こ とを決意 し、 関係 ど当局 に要 望 い た します 。

記

一、保護者・ 親の立場でよ りよい特別支援教育の実現をめざす活動をさらに推進 します。

一、特別な教育的支援を要する子 どもの早期発見・ 早期教育のさらなる充実をめざす活動を展開

し ます 。

一、担当の先生方の専門性 を高める研修 の場の拡充 と、働 きやすい環境作 りをめざ します。

一、親同士が学 びあい、家庭 における養育の充実につ とめ、担 当の先生 と共に障がいの克服、改

善 につ とめ ます 。

一、子 どもにかかわ るすべての人たちの協働で地域の子育て支援活動に参加 します。
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